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産業フェア庄内 2009 

 

庄
内
地
域
商
工
会
の
会
員
企
業
等
の

技
術
や
商
品
を
紹
介
す
る｢

産
業
フ
ェ
ア

庄
内
２
０
０
９｣

が
平
成
二
十
一
年
十
一

月
十
四
日
・
十
五
日
の
二
日
間
、
三
川
町

い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
約
１
３
０
の

会
員
企
業
等
が
出
展
し
、
悪
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
二
日
間
で
約
４
０
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。
十
五
日
に
は｢

庄
内
鍋

バ
ト
ル｣

｢

庄
内
う
め
ぇ
も
の
市｣

も
同
時

開
催
さ
れ
、
多
く
の
お
客
様
が
庄
内
の
秋

の
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 



                              
｢

産
業
フ
ェ
ア
庄
内｣

は
出
羽

商
工
会
・
庄
内
町
商
工
会
・
酒

田
ふ
れ
あ
い
商
工
会
・
遊
佐
町

商
工
会
と
山
形
県
商
工
会
連
合

会
が
主
催
し
、
会
員
企
業
が
一

層
の｢

元
気｣

を
発
現
で
き
る
よ

う
、
企
業
間
交
流
の
活
発
化
を

目
的
と
し
て
開
催
す
る
事
業
で

す
。 今

年
は
『
農
と
商
工
の
連
携

を
探
る
。
』
を
テ
ー
マ
に
、
会
員

企
業
等
の
企
画
展
示
と
、
昨
年

も
好
評
で
あ
っ
た
庄
内
地
域
の

経
営
者
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
講
演

を
中
心
に
、
生
産
活
動
・
商
品
・

技
術
・
地
域
活
性
化
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
二
日
間
に
渡

り
紹
介
し
ま
し
た
。 

出
展
ブ
ー
ス
で
は
会
員
企
業

等
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
実
物

や
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
ほ
か
、

実
演
・
試
食
、
映
像
に
よ
る
紹

介
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
ブ
ー

ス
が
多
数
あ
り
、
来
場
者
の
関

心
を
集
め
ま
し
た
。 

         

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
庄

内
の
産
直
施
設
の
特
色
・
食
品

研
究
会
の
取
り
組
み
と
成
果
・

庄
内
町
の
一
店
逸
品
活
動
等
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

            

シ
ョ
ー
ト
講
演
で
は
、
７
名

の
経
営
者
よ
り
ご
講
演
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
約
３
０
分
と
い

う
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
立
見
客
が
出
る
ほ
ど

注
目
度
は
高
く
、
聴
講
に
訪
れ

た
方
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

初
日
終
了
後
に
は
出
展
者
と

来
場
者
が
情
報
交
換
を
す
る
交

流
会
を
設
け
、｢

経
済
が
落
ち
込

む
中
、
ど
の
企
業
も
新
し
い
モ

ノ
・
事
業
へ
の
挑
戦
が
続
い
て

い
る
。
い
い
刺
激
に
な
っ
た
。｣

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

シ ョ ー ト 講 演 

｢畜産を中心とした循環型事業をめざして｣ ㈱ 大 商 代表取締役社長 小野木重弥 氏 

｢建設業から農業参入へ 窪畑トマトからの展開｣ ㈱ 山 本 組 代 表 取 締 役 山本  斉 氏 

｢まず、一歩から始めよう｣   ㈱AC コーポレーション 代 表 取 締 役 佐藤 栄司 氏 

｢地域から発信する氷温商品｣   (社 )氷 温 協 会 理 事 長 山根 昭彦 氏 

｢“人材の育成”と“人財の管理”｣  ㈱ ベ ス ト 代 表 取 締 役 齋藤 秀紀 氏 

｢地域農産物の普及拡大への取組み｣  特産物販売所ぽっぽや 代 表 奥山 京子 氏 

｢2010 年 庄内映画村の取組み｣  庄 内 映 画 村 ㈱ 代表取締役社長 宇生 雅明 氏 
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庄
内
地
域
の
特
産
品
を

使
っ
た
創
作
鍋
が
そ
の
味

を
競
う｢

庄
内
鍋
バ
ト
ル｣

産
業
フ
ェ
ア
庄
内
２
０

０
９
最
終
日
に
同
時
開
催

さ
れ
た
こ
の
催
し
は
、
庄
内
地

区
商
工
会
青
年
部
と
ゲ
ス
ト
に

小
国
町
商
工
会
青
年
部
を
招
き

計
７
チ
ー
ム
が
独
自
の
レ
シ
ピ

に
よ
る
創
作
鍋
を
販
売
す
る
も

の
で
す
。
来
場
者
は
５
０
０
円

の
チ
ケ
ッ
ト
で
好
き
な
鍋
を
２

杯
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、｢

｣

内
地
域
の
特
産
品
を

使
っ
た
創
作
鍋
が
そ
の
味

を
競
う｢

庄
内
鍋
バ
ト
ル｣

産
業
フ
ェ
ア
庄
内
２
０

０
９
最
終
日
に
同
時
開
催

さ
れ
た
こ
の
催
し
は
、
庄
内
地

区
商
工
会
青
年
部
と
ゲ
ス
ト
に

小
国
町
商
工
会
青
年
部
を
招
き

計
７
チ
ー
ム
が
独
自
の
レ
シ
ピ

に
よ
る
創
作
鍋
を
販
売
す
る
も

の
で
す
。
来
場
者
は
５
０
０
円

の
チ
ケ
ッ
ト
で
好
き
な
鍋
を
２

杯
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、｢

｣

。 、

う
ま

と
思
っ
た
鍋
に
投
票
。
会
場

に
は
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
、
十
一
時
の
開
始
を
前
に

法
螺
貝
の
合
図
で
始
ま
っ
た

庄
内
鍋
バ
ト
ル
２
０
０
９｣

、

全

ー
ム
合
計
約
２
０
０
０
杯

に
及
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
鍋
を
、
来

場
者
は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば

っ

い
ま
し
た
。 

洋

  

同
鍋
は
十
一
月
二
十
三
日
開

｢

お
ぐ
に
鍋
ま
つ
り｣

に
出

れ
ま
し
た
。 

合
戦｣

に
出
品
、
そ
の
評
価
を
確

   

。 、

う
ま

と
思
っ
た
鍋
に
投
票
。
会
場

に
は
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
、
十
一
時
の
開
始
を
前
に

法
螺
貝
の
合
図
で
始
ま
っ
た

庄
内
鍋
バ
ト
ル
２
０
０
９｣

、

全

ー
ム
合
計
約
２
０
０
０
杯

に
及
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
鍋
を
、
来

場
者
は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば

っ

い
ま
し
た
。 

洋

  

同
鍋
は
十
一
月
二
十
三
日
開

｢

お
ぐ
に
鍋
ま
つ
り｣

に
出

れ
ま
し
た
。 

合
戦｣

に
出
品
、
そ
の
評
価
を
確

   

いい行
列
行
列
が
で
き
る
鍋
も
あ
り
ま
し

た

 

   

が
で
き
る
鍋
も
あ
り
ま
し

 。
た
。

   

｢

    

｢

チチて

 

て

           

気
に
な
る
投
票
の
結
果
は
、

  

気
に
な
る
投
票
の
結
果
は
、

遊
佐
遊
佐
町
商
工
会
青
年
部
の｢

風
牛
す
じ
鍋｣

が
最
優
秀
賞
に

輝

ま
し
た
。 

     

町
商
工
会
青
年
部
の｢

風
牛
す
じ
鍋｣

が
最
優
秀
賞
に

輝

ま
し
た
。 

 

きき

 

催
の
催
の

品
さ
品
さ

             

続
く
優
秀
賞
に
は
出
羽
商

   

続
く
優
秀
賞
に
は
出
羽
商
工工

会
青
年
部
大
山
・
温
海
支
部
が
、

敢
闘
賞
に
は
庄
内
町
商
工
会
青

年
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

｢

洋
風
牛
す
じ
鍋｣

は
出
羽
商
工

会
青
年
部
が
ビ
ジ
ネ
ス
化
モ
デ

ル
庄
内
う
ま
い
も
の
発
掘
事
業

の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
二

年
一
月
三
十
一
日
埼
玉
県
和
光

市
で
開
催
さ
れ
る｢

彩
の
国
鍋

会
青
年
部
大
山
・
温
海
支
部
が
、

敢
闘
賞
に
は
庄
内
町
商
工
会
青

年
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

｢

洋
風
牛
す
じ
鍋｣

は
出
羽
商
工

会
青
年
部
が
ビ
ジ
ネ
ス
化
モ
デ

ル
庄
内
う
ま
い
も
の
発
掘
事
業

の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
二

年
一
月
三
十
一
日
埼
玉
県
和
光

市
で
開
催
さ
れ
る｢

彩
の
国
鍋

認
し
認
し
販
売
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

販
売
に
向
け
た
取
り
組
み

っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

          

                                                            

                        
         

を
行

庄
内
の
秋
の
味
覚
を
一
堂
に
集
め
て
販
売
す
る｢

庄
内
う
め
ぇ
も
の

市｣

も
産
業
フ
ェ
ア
２
０
０
９
と
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
今
年
で
８
回
目
に
な
り
ま
す
。 

天
候
不
良
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た

実
施

で
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
が
庄
内

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

テ
ン
ト
数
を
減
ら
し
て
の

特
産
の
品
々
を
数
多
く
お
求
め
に
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櫛
引
支
部
の｢

産
直
あ
ぐ
り｣

澤
川
宏
一
社
長)

が｢

直
売
所

甲
子

(

園
２
０
０
９｣

に
お
い
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。 

、

客
業
務
を
担
当
し
、ア

、

荒
屋
地
区
に
建
設
し
、
一
九
九

七
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
。 

企現

レ

｢

 

一
〇
年
に
デ
ビ
ュ
ー
す

膳｣

・｢

つ
や
姫
弁
当｣

を
期
間
限

定
特
別
提
供
し
て
お
り
ま
す
。 

期
待
の
新
米｢

つ
や
姫｣

の
美

味
し
さ
を

メ
ニ
ュ
ー

に｢

つ
や
姫

堪
能
下
さ
い

 

｢

直
売
所
甲
子
園｣

は
、
全
国

直
売
所
研
究
会
を
中
心
に
組
織

す
る
実
行
委
員
会
が
、
今
年
初

め
て

優
秀
賞
の｢

日
本
一
元
気
な
お

母
ち
ゃ
ん
賞｣

を
受
賞
し
ま
し

全
国
か
ら
１
０
３
団
体
が
応

募
。
現
地
調
査
を
含
む
１
次
・

た
。 

２
次
審
査
を
通
過
し
た
１
０
団

体
が
十
月
十
三
日
・
十
四
日
に

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

あ
ぐ
り｣

は
旧
櫛
引
町

道
１
１
２
号
線
沿
い
の
西

る
山
形
が
生
ん
だ
美
味
し
さ
を

し
て
、｢

つ
や
姫
御

で
開
か
れ
た
決
勝
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。 

東
北
地
区
か
ら
決
勝
大
会
に

進
ん
だ
の
は｢

産
直
あ
ぐ
り｣

だ

け
で
す
。 

決
勝
大
会
で
は
各
直
売
所
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

審
査
員
や
参
加
者
に
よ
る
投
票

で
最
優
秀
賞
１
店
、
優
秀
賞
５

店
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

｢

産
直
あ
ぐ
り｣

は
オ
ー
プ
ン

当
初
か
ら
生
産
者
の
家
族
の
女

性
が
構
成
す
る｢

女
性
の
会｣

を

立
ち
上
げ
、
レ
ジ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
等
の
接

年
に
６
回
東
京
都
内
で
開
催
す

る｢

く
し
び
き
産
直｣

で
も
女
性

が
主
体
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

点
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出

荷
農
家
の
高
齢
化
問
題
に
対
し

組
織
的
に
会
員
の
世
代
交
代
を

図
っ
て
い
る
点
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
見
事
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。 

｢

産
直

が
国二

〇
〇
八
年
五
月
か
ら
は

業
形
態
を
株
式
会
社
化
し
、

在
、
鶴
岡
市
櫛
引
地
域
の
農
家

８
６
人
が
会
員
と
な
っ
て
い

す
。 直

売
施
設
の
ほ
か
に
、
加
工

施
設
で
あ
る｢

加
工
あ
ぐ
り｣

ま、

｣

ス
ト
ラ
ン

食
彩
あ
ぐ
り

を

併
設
し
、
誘
客
に
努
め
て
い
ま

す
。 

    

 
二
〇

極
め
た
お
米
、｢

つ
や
姫｣

。 

出
羽
商
工
会
会
員
の
下
記
事

業
所
で
は｢

つ
や
姫｣

の
先
行
販

売
を
記
念
し
、『
つ
や
姫
あ
じ
わ

い
事
業
』
と際

立
て
る
新
鮮
な
旬

の
素
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

と
と
も
に

｣

の
美
味
し
さ

。 

、
一
足
先

を
ご

◆◇つや姫御膳◇◆ ,625 円 

 ,260 円 

ューがあります

2

や姫弁当◇◆ 1

 他に各店オリジナルメニ  

◆◇つ

。

提
供
期
間
は
、

で

す
。
先
行
販
売
に
つ
き
数
量
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
お
米
が
な
く
な
り
次
第
終
了
致
し
ま
す
。
な
お
、

各
店
と
も
事
前
予
約(

前
日
昼
十
二
時
ま
で)

が
必

要
で
す
。 

二
〇
〇
九
年
十
二
月
末
日
ま
で

●湯の澤温泉 地蔵の湯 

●割烹 春月 鶴

鶴岡市添川字湯ノ沢 5   

岡市藤島字川向 82   

鶴岡市藤浪 5 丁目 69-1  

鶴岡市長沼字宮前 266-1  

℡64-4170  FAX64-4100 （御膳・弁当） 

℡64-2517  FAX64-2971 （御膳・弁当）  

℡64-2256  64-2256 （御膳・弁当） FAX

℡64-4126  FAX64-6085 （弁当のみ） 

●ドライブイン白藤 

●長沼温泉 ぽっぽの湯 
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去
る
十
月
二
八
日
、
二
十
一

年
度
の
色
彩
戦
略
研
究
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

色
彩
は
目
か
ら
入
る
情
報
の

８
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
衣

食
住
な
ど
私
達
の
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
も
の
に
溢
れ
て
い
る
色
。

そ
の
色
の
持

パ
ワ
ー
と
購
買

心
理
に
与
え
る
影
響
を
研
究
す

る
こ
と
で
、「
色
」
を
通
し
て
心

理
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
訴
求

を
効
果
的
に
活
用
し
、
業
績

上
を
目
指
す
た
め
の
研
究
会

す
。

ト
代
表
枝
松
祐
子
先

ド
を
使
っ
た
実
技
演
習
３
回
コ

ー
ス
が
開
催
さ
れ
、
色
彩
の
基

本
や
配
色
の
基
本
を
学
び
、
色 

  
に
、
出

羽

｣

商
工
会

の況
の
検
証
を
行
う
も
の
で
す
。

十
月
十
六
日
の
出
羽
商
工
会

理
事
会
に
お
い
て
、
応
募
さ
れ

た
十
名
の
改
革
検
討
委
員
が
承

認
さ
れ
、
上
野
隆
一
氏(

㈱
ウ
エ

長
・
出
羽
商

事

、

か
っ
た
事
業
も
か
な
り
多
く
行

っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業

効
果
に
対
す
る
検
証
が
充
分
と

は
言
え
な
い
。
経
済
団
体
で
あ

る
以
上
、
事
業
実
績
等
を
数
値

で
表
す
必
要
が

員会
業
務
の
根
幹
を
改
め
て
見
直

し
、｢

出
羽
商
工
会
は
合
併
後
活

力
が
出
た｣

と
言
わ
れ
る
組
織

に
し
、
そ
れ
以
上
に
会
員
事
業

所
、
更
に
は
庄
内
地
域
全
体
が

 

つ

力向で

   

 

初
回
は｢

売
上
ア
ッ
プ
の
た

め
の
色
彩
術｣

を
テ
ー
マ
に
カ

ラ
ー
ビ
ー

生
を
講
師
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 十

一
月
か
ら
は
カ
ラ
ー
カ
ー

彩
販
売
力
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や

心
理
効
果
に
つ
い
て
の
演
習
を

行
い
ま
し
た
。 

十
二
月
八
日
の
研
究
会
最
終

日
に
は
、｢

色
の
心
理
的
効
果｣

色
彩
環
境
力｣

を
学
び
、
今
後

略
に
活
か
し
ま
す
。

 ｢

の
事
業
戦

   

出
羽
商
工
会
で
は
、
地
域
商

工
業
者
の
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
会
員
や
地
域
か
ら
よ
り
一

層
の
支
持
を
得
る
た
め

｢

商
工
会
改
革
検
討
委
員
会

を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
商
工
会
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
会
員
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
出
来
る
組
織
と
な

る
べ
く
、
組
織
基
盤
整
備
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、

財
政
、
事
業
、
組
織
の
改
革

検
討
や
方
策
の
立
案
、
実
施
状 

工
会
理
事)

が
委
員
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

十
一
月
二
日
、
第
一
回
改
革

ノ
代
表
取
締
役
社

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委

員
十
名
と
小
野
木
商
工
会
長
・

務
局
長
・
各
支
所
長
・
経
営

指
導
員
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 

合
併
後
二
年
目
に
入
っ
た
出

羽
商
工
会
が
、
今
後
ど
う
い
っ

た
商
工
会
を
目
指
し
、
組
織
形

成
し
て
い
く
こ
と
が
会
員
事
業

所
に
と
っ
て
良
い
結
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
ど

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 委

員
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、

｢

合
併
以
後
、
今
ま
で
の
小
規
模

単
位
の
商
工
会
で
は
為
し
得
な

め
に
は
事
業
遂
行
す
る
う
え
で

リ
ス
ク
を
持
っ
た
シ
ス
テ
ム
を

創
る
こ
と
も
一
策
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
も
含
め
商
工
会
の
改
革

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

あ
り
、
そ
の
た

、

将
来
的
に
豊
か
な
方
向
に
向
か

う
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
ま
す
。 

委
員
会
は
今
年
度
内
に
数
回

開
催
し
、
小
野
木
覺
会
長
に
答

申
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 

経
済
地
図
を
塗
り
替
え
る
よ
う

な
趣
向
を
行
っ
て
い
き
た
い
。｣

と
い
う
上
野
委
員
長
か
ら
の
言

葉
が
あ
り
、
指
導
団
体
・
経
済

団
体
で
あ
る
商
工
会
が
求
め
ら

れ
る
機
能
と
意
識
改
革
、
会
員

事
業
所
へ
の
指
導
の
あ
り
方
や

今
後
の
方
向
性
な
ど
が
意
見
と

し
て
多
く
出
ま
し
た
。 

会
員
事
業
所
が
商
工
会
職

・
経
営
指
導
員
に
対
し
て
何

を
求
め
、
ど
ん
な
支
援
を
期
待

し
て
い
る
の
か
と
い
う
、
商
工

5 



商
工
貯
蓄 

共
済
に
加
入
し

 

支
払
い
し
ま
す
。
現
在
、
商
工

障
重
視
型
”
が

あ
り
ま
す
。

金
が

高

０
０
円
で
２
，
１
０

０
万
円
で
す
。

気
な
ど
を
し
た
ら
加
入

っ
て
し
ま
う
の
で
す

ま
し
ょ
う
！

商
工
貯
蓄
共
済
と
は
、
生
命

保
険
・
貯
蓄
・
融
資
の
三
つ
の

特
典
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

共
済
で
す
。
掛
金
は
、
年
齢
に

関
係
な
く
一
口
月
額
２
，
５
０

０
円
。
加
入
期
間
は
十
年
間
で
、

生
命
保
険
と
し
て
加
入
期
間
中

の
被
保
険
者
の
死
亡
・
高
度
障

害
の
保
障
を
提
供
す
る
ほ
か
、

特
約
と
し
て
医
療
保
障
も
付
け

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎

月
の
掛
金
か
ら
生
命
保
険
料
と

事
務
経
費
を
差
引
い
た
残
り
を

加
入
者
指
定
金
融
機
関
の
定
期

預
金
扱
い
で
積
み
立
て
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
十
年
後
の
満
期

時
に
元
利
合
計
金
と
配
当
金
を

満
期
金
と
し
て
お
支
払
い
し
ま

す
。
当
然
、
十
年
の
間
に
被
保

険
者
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
死
亡
保
険
金
と
そ
れ

ま
で
の
積
立
金
と
配
当
金
を
お

貯
蓄
共
済
に
は
、
従
来
か
ら
あ

っ
た
“
貯
蓄
重
視
型
”
に
加
え

て
新
し
く
“
保

 

 

商
工
貯
蓄
共
済
の
保
障
金

額
は
少
な
く
保
障
金
額
を
多

く
し
よ
う
と
す
る
と
掛 

く
な
り
ま
せ
ん
か
？

確
か
に
、
従
来
の
貯
蓄
重
視

型
で
す
と
２
，
０
０
０
万
円
の

保
障
を
得
よ
う
と
す
る
と
、
被

保
険
者
年
齢
が
４
６
歳
以
下
で

毎
月
２
５
，
０
０
０
円
の
掛
金

が
必
要
で
し
た
が
、
保
障
重
視

型
の
場
合
、
３
９
歳
以
下
で
し

た
ら
毎
月
１
０
，
０
０
０
円
の

掛
金
で
準
備
で
き
ま
す
。
又
、

４
０
歳
～
４
８
歳
で
し
た
ら
、

１
７
，
５

 

 

十
年
間
の
保
障
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
間
に
病

な
く
な

 

で
き

立
金
と
配
当
金
）
も
ら
え
ま
す
。

分

で
特
約
は
あ
り
ま
す
か
？

が
ん
等
の
病
名
の
告
知
を
受
け

か
？

 

ご
安
心
下
さ
い
。
最
初
の
加

入
時
に
健
康
状
態
に
問
題
が
な

け
れ
ば
、
更
新
す
る
事
が
出
来

ま
す
。
例
え
ば
ご
加
入
後
の
十

年
間
に
残
念
な
が
ら
生
活
習
慣

病
等
を
発
病
し
て
満
期
を
迎
え

し
ま
っ
た
場
合
、
一
般
の
生
命

保
険
で
す
と
新
た
に
保
険
に
入

る
こ
と
は
出
来
な
く
な
く
な
り

ま
す
が
、
貯
蓄
共
済
は
加
入
後

の
健
康
状
態
を
問
わ
ず
、
最
初

の
保
障
範
囲
内
で
更
新
す
る
事

が
出
来
ま
す
。
例
え
ば
、
３
５

歳
・
保
障
重
視
型
４
口
（
２
千

万
円
）
で
加
入
し
た
場
合
、
ご

病
気
中
で
あ
っ
て
も
、
６
口
の

１
，
８
０
０
万
円
ま
で
の
保
障

を
得
る
こ
と
（
更
新
）
が
出
来

ま
す
。
当
然
、
満
期
金
も
（
積 

 

そ
の
ほ
か
、
生
命
保
険
部

 

 

 

生
前
給
付
特
約
（
リ
ビ
ン

グ
・
ニ
ー
ズ
特
約
）
、
指
定
代
理

請
求
特
約
が
あ
り
ま
す
。
生
前

給
付
特
約
と
は
、
被
保
険
者
が

余
命
６
カ
月
以
内
と
診
断
さ
れ

た
場
合
に
、
被
保
険
者
が
生
き

て
い
る
う
ち
に
ご
自
身
で
保
険

金
を
受
取
る
事
が
出
来
る
特
約

で
す
。
勿
論
、
保
険
金
の
使
い

道
は
自
由
で
す
。
例
え
ば
、
満

足
の
い
く
最
先
端
の
治
療
費
の

為
、
入
院
中
の
ご
家
族
の
生
活

費
に
あ
て
る
為
、
人
生
を
自
分

ら
し
く
生
き
る
為
の
資
金
と
し

て
使
う
等
々
。
又
、
生
前
給
付

特
約
等
は
被
保
険
者
自
身
が
受

取
人
と
な
り
ま
す
が
、
何
ら
か

の
ご
事
情
で
請
求
す
る
事
が
困

難
な
場
合
に
代
理
人
が
請
求
出

来
る
よ
う
に
す
る
指
定
代
理
請

求
特
約
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

被
保
険
者
が
重
度
の
障
害
状
態

等
で
ご
自
身
の
意
思
を
伝
え
ら

れ
な
い
場
合
や
、
医
師
か
ら
、

て
い
な
い
場
合
、
こ
の
特
約
を

付
加
し
て
お
け
ば
大
丈
夫
。
代

理
人
に
よ
る
請
求
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
ま
す
。
こ
れ
等
の
特
約

保
険
料
は
無
料
で
す
。
尚
、
加

入
後
に
中
途
付
加
す
る
事
や
、

代
理
人
等
を
変
更
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。 

 

全
国
の
多
く
の
会
員
様
の
ニ

ー
ズ
に
よ
り
登
場
し
た
入
院
保

障
で
す
。
貯
蓄
共
済
に
ご
加
入

頂
い
た
特
典
と
し
て
セ
ッ
ト
加

入
が
出
来
ま
す
。（
既
加
入
会
員

様
は
中
途
付
加
が
出
来
ま
す
）

掛
金
は
安
く
保
障
は
充
実
し
て

い
ま
す
。 

入
院
一
日
に
つ
き

五
千
円
（
一
泊
二
日
か
らO

K

）
。

手
術
一
回
に
つ
き
種
類
に
よ
り

二
十
万
円
・ 

 

医
療
保
障
特
約
は
何
で
す

か
？ 

 

十
万
円
・
五
万
円
。
楽
し
み
な

無
事
故
給
付
金
（
入
院
や
手
術

が
無
か
っ
た
時
は
５
年
毎
に
五

万
円
の
無
事
故
給
付
金
！
）
告

知
扱
い
で
加
入
手
続
き
は
簡
単

で
す
。（
体
況
上
、
通
算
上
の
理

由
で
診
査
等
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
） 
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あんしん⇒ 入院 1 日につき 5000 円（1 泊 2 日から OK）。手術 1 回につき種類により 20・10・5 万円。

楽 し み⇒ 楽しみな無事故給付金⇒入院や手術が無かった時は 5 年毎に５万円の無事故給付金！ 

かんたん⇒ 告知扱いで加入手続きは簡単です。（体況上、通算上の理由で診査等が必要な場合があります。）

7 

皆様に安心をお届けします！ 

山形県火災共済グループ 
山 形 県 火 災 共 済 協 同 組 合  山形県中小企業共済協同組合 

 

火 災 共 済 

自 動 車 共 済  

自動車費用共済 

 廃業時・退職時に｢共済金｣を受け取り 

 節税にもなる     ◆ 無理のない掛金 

 事業資金の貸付    ◆ 災害時もサポート 

 最高３，２００万円の共済金を貸付 

 貸付条件は無担保・無保証人 

 税制面にメリット    ◆ 一時貸付金制度も 



去
る
十
月
十
八
日
、
第
九
回

羽
黒
山
石
段
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
が
、
秋
晴
れ
の
な
か
全
長
６

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

。 

        獲
得
し
た
杉
並
木
が
ラ
ン
ナ
ー

を
見
つ
め
ま
す
。 

    

、。 

来
年
は
開
催
十
周
年
記
念
大

会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ラ
ン
ナ

ー
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

し
た

   

者

は

 

三
ツ
星
を

颯
爽
と
２
４
４
６
段
の
石
段

を
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

世
界
が
認
め
る
観
光
地
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド

ジ
ャ
ポ
ン
２
０
０
９

応
援
の
羽
黒
太
鼓
の
音
と
沿

道
の
声
援
に
背
中
を
押
さ
れ
る

よ
う
に
、
３
１
８
名
の
参
加

 

     走

･

 

熾
烈
を
極
め
た
優
勝
争
い
は

鶴
岡
市
の
後
藤
拓
馬
さ
ん
が
２

６
分
４
５
秒
の
タ
イ
ム
で
ゴ
ー

ル
し
、
見
事
三
連
覇
を
達
成
い

た
し
ま
し
た
。
全
力
を
出
し
て

り
き
っ
た
後
は
、
庄
内
の
秋

の
味
覚

庄
内
柿
と
あ
た
た
か

い
芋
煮
が
振
舞
わ
れ
、
ラ
ン
ナ

ー
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た

十
月
十
八
日
、
鶴
岡
市
木
野
俣

あ

つ
み
温
泉
一
本
木
ス
キ
ー
場
周
辺

に
て
花
木
の
植
栽
を
実
施
し
ま
し

た
。 こ

の

花
咲
く
里
山
整
備
事
業

は
、
出
羽
商
工
会
管
内
の
森
林
・
里

山
に
花
木
等
を
植
栽
し
、
森
林
の
公

(

)

｢
｣

益

 

る)

。 

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
１

０
０
名
ほ
ど
が
植
栽
に
参
加
し
、
カ

ミ
ネ
ッ
コ
ン
の
作
成
・
設
置
、
花
木

の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。 

機
能
で
あ
る
景
観
を
再
生
創
造
・

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
か

ら
の
誘
客
な
ど
交
流
人
口
の
拡
大
と

地
域
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

山
形
県
み
ど
り
推
進
機
構
よ
り
受

け
取
っ
た
花
木
は
、
シ
ン
ボ
ル
と
な

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
と
す
る

１
０
８
本
。
そ
の
他
、
参
加
者
が
手

作
り
し
た
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン(

ポ
ッ
ト

苗

な
ど
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
作
成
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
ポ
ッ
ト
に
新
聞
紙
を
詰
め
る
作
業
に｢

腰

が
痛
い
…

と
い
う
声
が
ち
ら
ほ
ら
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
時
折
雨
が
降
る

｣

中
で
、
山

の

 

っ
て
く

だ楽
し
み
に
見
守
る
と
と
も
に
、
早
く
綺
麗
な

里
山
が
育
つ
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

斜
面
に
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を
５
０
本
植
え
る

作
業
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

作
業
後
の
お
昼
ご
飯
で
は
、
出
羽
商
工
会

女
性
部
温
海
支
部
の
皆
さ
ん
が
作

さ
っ
た
栗
の
ま
ぜ
ご
飯
や
カ
ブ
漬
け
、
え

び
汁
が
参
加
者
を
労
い
ま
し
た
。 

植
栽
し
た
木
々
に
は
参
加
者
の
名
前
を

書
い
た
プ
レ
ー
ト
を
付
け
、
花
木
の
成
長
を
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個人事業主の決算時期も間近となりました。決算書作成に当たっての留意事項・年末調整の方法や

消費税額に計算方法などを中心とした青色申告の決算説明会が、下記の日程で出羽商工会管内支所等

において開催されます。ぜひご出席ください。 

なお、事前に送付された決算書等とハガキをご持参ください。 

○説明内容 

 ①平成 21 年分青色申告の決算の仕方 

 ②平成 21 年分青色専従者給与等の年末調整の仕方 

 ③平成 21 年分消費税の計算の仕方ほか、税法の改正点等 
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日 時 場 所 対 象 地 区 

12 月  4 日（金） 午前 10 時 00 分～ 出羽商工会 大山支所 旧市大山 

12 月  4 日（金） 午後  2 時 00 分～ 出羽商工会 三川支所 三 川 町 

12 月  8 日（火） 午後  1 時 30 分～ 温海温泉林業センター 旧温海町 

12 月  9 日（水） 午前 10 時 00 分～ 出羽商工会 本所 旧藤島町 

12 月  9 日（水） 午後  2 時 00 分～ 出羽商工会 羽黒支所 旧羽黒町 

12 月 11 日（金） 午前 10 時 00 分～ 出羽商工会 櫛引支所 旧櫛引町 

12 月 11 日（金） 午後  2 時 00 分～ 朝日産業振興センター 旧朝日村 

今
年
度
は
特
に｢

地
域
経
済
シ
ス
テ

ム｣

の
構
築
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
主
題

と
し
て
、
経
済
が
下
降
に
向
か
う
局
面

に
お
い
て
個
々
の
企
業
努
力
だ
け
で
は

な
く
、
企
業
を
支
援
す
る｢

政
策
力｣

や

｢

新
し
い
経
済
シ
ス
テ
ム
を
創
り
出
す

た
め
の
構
想
と
計
画｣

が
必
要
で
あ
る

と
い
っ
た
問
題
意
識
か
ら
、
行
政
・
大

学
・
銀
行
と
の
交
流
を
行
い
、
事
業
発

展
の
新
し
い
枠
組
み
を
考
察
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

企
業
規
模
を
十
年
で
十
倍
に
す
る
と
い
う
目
標
の
元
、
六
月
か
ら
全
六
回
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
経
営
戦
略
研
究
会(

主
宰
・
上
野
隆
一
氏 

㈱
ウ
エ
ノ
代
表
取

締
役
社
長)

が
終
了
を
迎
え
ま
し
た
。 

最
終
回
と
な
っ
た
十
一
月
十
二
日
は
、

東
北
公
益
文
科
大
学
院
教
授
・
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
の
石
田
英
夫
氏
よ
り
、

｢

平
田
牧
場
と
新
田
嘉
一｣

と
い
う
テ
ー

マ
で
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

出
席
者
を
主
役
と
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
は
発
言
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た

め
、
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

終
了
後
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
共
に
学
ん
で
き
た
出
席
者
は
、
企
業

が
継
続
的
に
成
長
す
る
に
は
経
営
を
革

新
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
ま
し
た
。 
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｢

国
の
教
育
ロ
ー
ン｣

の
ご
案
内 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
・
短
大
・
大
学
・

専
修
学
校
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。 

【
ご
融
資
額
】 

平
成
二
十
一
年
八
月
三
日
以
降
、
学
生
・
生
徒

お
一
人
に
つ
き
三
百
万
円
以
内 

【
利 

率
】 

年
２
・
５
％ 

(

平
成
二
十
一
年
十
月
十
五
日
現
在) 

【
返
済
方
法
】 

毎
月
元
利
均
等
返
済
、
十
五
年
以
内 

(

在
学
期
間
中
は
元
金
の
据
置
き
が
可
能
。
ま

た
、
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
、
母
子
家
庭
の
方

は
十
八
年
以
内) 

※
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
の
年
収
上
限
額
が

あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

日
本
政
策
金
融
公
庫 

酒
田
支
店
教
育
ロ
ー
ン
係 

電
話 

〇
二
三
四-

二
二-

三
一
二
〇 

効力発生日 

平成 21 年 10 月 18 日 

この最低賃金は、県内で働く全ての労働者

に適用されます。 

※特定の産業には特定(産業別)最低賃金が 

定められています。 

問い合せ先 

山形労働局労働基準部賃金室 

または最寄りの労働基準監督署まで 

十
一
月
四
日
・
五
日
、
東
京
・
有
明
の
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い
て
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ

ミ
ッ
ト
２
０
０
９
が
開
催
さ
れ
、
会
員
企
業
の

㈱
大
商(

代
表
取
締
役
社
長 
小
野
木
重
弥
氏)

が
、
山
形
の
新
ブ
ラ
ン
ド
豚｢
米
の
娘
豚(

こ
ぶ

た)｣

を
出
品
し
、
見
事
食
部
門
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
賞
は
県
内
企
業
初
の
受
賞
と
な
り
ま

す
。
受
賞
で
は
国
産
米
を
飼
料
に
使
う
自
給
率

向
上
や
、
豚
の
排
泄
物
を
米
の
堆
肥
に
利
用
す

る
と
い
っ
た
循
環
型
の
飼
育
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。 金

山
町
の
農
場
で
育
て
ら
れ
た｢

米
の
娘
豚｣

は
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
抑
制
す
る
オ
レ

イ
ン
酸
や
リ
ノ
ー
ル
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
、

豊
か
な
風
味
と
甘
味
、
舌
触
り
が
特
徴
で
す
。 

｢

米
の
娘
豚｣

は
十
一
月
十
四
日
・
十
五
日
に

開
催
さ
れ
た
産
業
フ
ェ
ア
庄
内
２
０
０
９
に
も

出
展
さ
れ
ま
し
た
。
み
そ
味
の
風
味
漬
け
や
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
が
試
食
と
し
て
提
供
さ
れ
、
来
場

者
か
ら
は｢

と
っ
て
も
柔
ら
か
い｣

｢

甘
味
が
あ

っ
て
お
い
し
い｣

と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。 

雇用調整事業主の皆様へ 

雇用・能力開発機構山形センターでは相談窓口を設置し雇用調整助成金、中小企業緊急雇用安定助

成金を活用した教育訓練を希望する事業主の皆様に相談支援を行っています。 

【相談・支援内容】 

○教育訓練の実施方法 ○教育訓練メニューの作成・提案 ○講師(職業訓練指導員)の派遣 

○教育訓練用機器の貸与 ○教育訓練の情報提供 ○その他教育訓練について 

問い合わせ先 

独立行政法人 雇用・能力開発機構山形センター  山形市大字漆山 1954 

   電話：023-686-2224 FAX：023-686-2426 担当：山田・舩越・船田 



 

 

☆不況の時こそ、ワーク・ライフ・バランスを！ 

 １００年に１度の経済不況といわれる厳しい状況下にありますが、そんな今こそワーク・ラ

イフ・バランスの導入・推進が重要です。 

 ワーク・ライフ・バランスの推進は、従業員の意欲を向上させ、仕事の効率化や生活の充実

が図られるとともに、企業も残業等のコストを抑えつつ、生産性の向上を図ることができます。 

県では、今年度から新たに県内商工会議所等にワーク・ライフ・バランスの普及啓発を行う

「ワーク・ライフ・バランス推進アドバイザー」を配置し、企業におけるワーク・ライフ・バ

ランスを推進しております。 

＜ワーク・ライフ・バランス推進アドバイザーの活動内容＞ 

 企業等を訪問し、以下の支援を行います。 

 ○「男女いきいき・子育て応援宣言企業」登録制度（※）をはじめとするワーク・ライフ・

バランスに関する国や県の支援制度の紹介 

 ○「ワーク・ライフ・バランス」に関する県の取組みに対する意見・要望の聴取 

 ○その他、活用できる助成制度や支援機関に関する情報提供・助言 等 

※「男女いきいき・子育て応援宣言企業」登録制度とは… 

  女性の活躍推進や仕事と家庭の両立支援などに積極的に取り組んでいる（若しくは取り組む計

画がある）企業等を県に登録し、ホームページ等で広く紹介します。 

  また、登録された企業等に対して、奨励金の交付や事業所内託児施設の整備・検討に対する

助成などの支援を行っております。 

  （奨励金の例）女性を初めて役職に登用した場合１０万円 

男性が初めて育児休業を取得した場合１０万円 など 

          ＜県HP＞ http://www.pref.yamagata.jp/ou/kodomoseisaku/010003/ 
danjo/danjoikiki/ikiikisengenkigyobosyu.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
下記のとおり、県内に５名のアドバイザーを配置しておりますので、お近くのアドバイザー

をご活用ください。 
 
■地域別担当アドバイザー 

【東南村山地区担当】 

 安喰
あ じ き

隆
たか

美
よし

（山形商工会議所） 
  連絡先 023-622-4666 

【北・西村山地区担当】 

 安食
あ じ き

英
え

理子
り こ

（山形県男女共同参画センター）
  連絡先 023-629-7751 

【最上地区担当】 

 丹
たん

 節子
せ つ こ

（新庄商工会議所） 
  連絡先 0233-22-6855 

【置賜地区担当】 

 海老名
え び な

祐子
ひ ろ こ

（米沢商工会議所） 
 連絡先 0238-21-5111 

【庄内地区担当】 

 佐藤
さ と う

均樹
な お き

（出羽商工会櫛引支所）
  連絡先 0235-57-2833 

 

 

「カエル！ジャパン」は

仕事と生活の調和（ワ

ーク・ライフ・バランス）

を推進するキャンペー

ンです。 

■事業に関する問い合わせ 
 山形県子ども政策室女性青少年課  

〒990-8570 山形市松波二丁目 8 番１号 
  電話 ０２３－６３０－２７２７   

ＦＡＸ０２３－６３２－８２３８ 
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事業所名 代表者名 所在地 事業内容 

Ai 永原保険 永原 正子 鶴岡市青柳町 21-37 保険代理業 

BODY REMAKE SHOP be-STYLE 髙橋 雄介 三川町大字青山字村ノ内 218 自動車板金塗装業 

Challenge Golf 日向 良 鶴岡市上藤島字備中下 50-57 スクリーンゴルフ＆カフェ 

あひこ美容室 阿彦 幹美 鶴岡市温海丁 241-10 美容業 

大山食材納品組合 齋藤 勝元 鶴岡市大山字中道 74-1 納品組合(任意組合) 

奥山泰紀 奥山 泰紀 羽黒町赤川字熊坂 111-9 鉄骨加工業 

おやつ工房 みるくぱん 菅原 久美 鶴岡市下名川字村下 19-18 菓子製造業 

菓子好(カシス) 永澤 正人 鶴岡市大山 3 丁目 3-6 洋菓子製造販売・飲食店 

カフェ ル・パーク 小松志のぶ 三川町大字猪子字大堰端 317-1 飲食業 

㈱コジマ NEW 三川店 加藤 孝弘 三川町大字猪子字大堰端 318-1 家電量販店 

㈱まいすたぁ 齋藤 一志 三川町大字押切新田字対馬 356-2 農業及び農畜産物の生産・加工販売

ガレージドリップ 鈴木 利光 鶴岡市小淀川色田 60-4 自動車販売修理業 

建装 佐藤 繁雄 鶴岡市朝暘町 11-26 内装工事業 

建築板金 小野寺 小野寺 清 鶴岡市本郷字平沢下 66 の 1 建築板金工事業 

合同会社庄内フード・コミュニティ 中村 恵二 鶴岡市藤浪二丁目 93 コンサルタント業 

佐藤工務店 小田 利勝 鶴岡市五十川丙 73-1 建築業 

ｽｰﾊﾟｰｽﾎﾟｰﾂｾﾞﾋﾞｵ ﾙ･ﾊﾟｰｸみかわ店 味戸 望 三川町大字猪子字大堰端 291-1 スポーツ用品小売業 

菅原住設工業 菅原 重勝 鶴岡市田代字森下 167 建設業 

高舘学校納品組合 石田 誠 鶴岡市大山字中道 74-1 納品組合(任意組合) 

ディスポテック㈱ 齋藤 善信 鶴岡市柳久瀬字武良免 1 番 10 解体工事・産業廃棄物処理業 

真柄自動車販売 真柄 朋弘 鶴岡市下山添字茶屋川原 67 車検・整備・自動車販売業 

松浦真 松浦 真 鶴岡市丸岡字町の内 301-18 建築塗装業 

メモリアルプラザ アク・サン あつみ 早坂 剛 鶴岡市温海字温海 362-1 葬祭業 

㈲花フーズ 羽田 里代 鶴岡市大塚町 7-8 飲食業 

わんぱく農場 松浦眞紀子 鶴岡市羽黒町荒川字漆畑 33 養鶏業 

平成 21 年 4 月 1 日から平成 21 年 10 月 16 日の第 3 回理事会までの間に承認された新会員

について下記のとおりご紹介いたします。 (敬称略) 

（アルファベット・五十音順）

こ
の
事
業
は
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
戦
略
的
経
営
を
実
践
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
研
修
で
す
。 

第
２
期
は
参
加
希
望
者
の
要
望

に
答
え
、
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

平
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

会
社
と
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
、

そ
の
現
状
・
実
像
を
客
観
視
し
、
将

来
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
な
が

ら
、
受
講
者
は
お
互
い
に
刺
激
し
あ

う
こ
と
を
通
じ
て
真
剣
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。 

新
事
業
展
開
等
を
目
指
し
既

に
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
や
若

手
後
継
者
等
を
対
象
に
、
十
月

よ
り
計
五
回
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た｢

第
２
期
経
営
戦
略
実

践
塾｣
の
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 
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